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落下水膜の振動抑制装置及び抑制方法 

概

要

・

品

質

・

性

能 

 砂防ダムのような固定堰、あるいはゲートのような堰か

ら水が膜状になって落下する場合、しばしば水膜振動

が発生し、近隣の民家の障子や窓ガラスを振動させた

り、ゲートそのものを振動させたりして問題となる。この

振動を防止する方法が本装置である。水膜の落下距

離を不均一に設定し、水膜各点の落下終了位置での

水平方向の変位に位相差を発生させて，水膜による発

生圧力を相殺する落下水膜の振動抑制方法。 

 

 

１０上部水槽，１１下部水槽，１２スリット，         

１３ 水膜， １７ 給水管， １８ 整流板 

用 

 

途 

 

堰やダムから落下する水膜の振動を抑制する装置と

その抑制方法に関し，特に，落下水膜の振動に起因す

る騒音や低周波音の発生を防止する。 

 

 

技

術

移

転 

 

①形 態 特許売却、特許実施権供与 

②相手先 問わない 

③地 域 国内に限定 

実

用

化

・

情

報 

 

［試 作・実 験］ 完了 

［製造・販売実績］ 無し 

［技術情報の提供］ 技術資料、特許公報 

［情報提供者］      埼玉大学 研究機構  
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